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実践のポイント（工夫）
・ワークシートを使い、観察したものの様子が良く分かるように、見たり、聞いたり、さわったりしたことをくわしく書いて伝え合う。
実践内容
	　全文を読み、学習の見通しを持ち、学習計画を立てた後、以下の順で学習を進めた。
１　題材を選ぶ
　・生活科の「おいしくそだて、わたしのやさい」でサツマイモを育て、収穫したサツマイモを題材とした。
２　詳しく観察する。
　・見てわかったこと、聞いてわかったこと（たたいて聞いた音）、さわってわかったこと、かいでわかったことに注目させ、観察させた。
　・観察したことを伝える文なので、特に「見ること」を丁寧に行わせた。（図工で、サツマイモの絵を描かせ、そこでの観察も活かすようにした。）
３　教材文の例を参考にさせ、観察したことをワークシートに箇条書きに書く。
　・ワークシートの観点は、①見てわかったこと　②聞いてわかったこと　③さわってわかったこと　④かいでわかったこと　の４つにした。
・「見てわかったこと」については、色や形、大きさなど特に体の特徴について書かせた。
　・「見てわかったこと」を具体的に書かせる手立てとして、「～のような」「～みたいな」などの例えを使って書くと良いことを伝えた。
４　ワークシートから自分が書きたいことを選ぶ。
　・事前にも伝えていたが、特に書きたいことを２つから３つ選ばせた。原稿用紙に収まるような量に絞ることにも注意させた。
６　教材文の清書例をもとに、清書する。
　・内容が替わるごとに一字下げをする。「」の文は行替えをする等に留意させた。
７　文章を発表し合い、感想を書いて交流した。


振り返り（成果や課題）
1 成果
・観点を与えて観察させ、ワークシートに記入させたので、どの児童も何を書こうか迷うことなく、スムーズに書くことができた。
・一度ワークシートに書きたいことを箇条書きさせ、選ばせたことで、伝えたいことを簡潔にかくことができた。
2 課題
・クラス全員が同じ題材で取り組んだので、内容が似通ってしまい発表を聞いている側からしたら、新たな発見が少なかった。
・ワークシートの後に、もう１段階、内容を整理する作業を入れたほうがよかった。
